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三
. 第 一 期 専門学校の 時代く1851年 - 1880利
く2機期 学校の性格を め ぐ る対立の顕在化
61 枢密院教育委月食と大蔵省の 間の最終的折衝
再編 の ため の 枢密院教育委員会と大蔵省との 間
2,
の 最後の 詰め は, 1881年 3 月か ら始め られ た o 枢
密院教育委月会は, 大蔵省 の提案に従 っ て, 詳細
な再編計画 と再編 に と もなう予算見積もりを 3月
1 9 月付 で 提出し て い る o こ の 時提出された の は ,
ドネリ ー が 準 備し た詳細 なメ モ と 予算見棲もり
等 の 付属資料, それ に 対 す る ロ イ ヤ ル 鉱 山学校
の 各教授 の コ メ ン ト 等 で あ るQ 提 出され た再編
計画 は , 基本 的に は1 871年 の デポ ン シ ャ - 委員会
第 1報告書の線に沿 っ た も の で あ る が , 若干の 手
直しもあ っ た o そ の 主要点 は次 の 通り で ある .
Qlジ ャ ー ミ ン 街に残 っ て い る鉱山学 . 鉱物学
くス ミ ス が 担 割 の 内, 鉱山学 は残し, 鉱物学 の
教育と図書室 く地質調査所関連を除くう をサ ウ ス
ケ ン ジ ン ト ン に移転する. それ に ともない 鉱物学
を地質学部門に鼠入れ, 講 師と助手ポス トを新設
するo ま た, ジ ャ ー ミ ン 街 に は鉱山測量術担当助
手を新設し, 鉱山学教育を充実する o el植物学,
農乾 天文学, 数学亀 科目と ス タ ッ フ の充兎
完乱 数学に つ い て は, 教授は置か ず, 力学部門
の中に複数 の数学教月を配置するo くS,サウ ス ケ ン
ジ ン ト ン の 学校の名称を r科学カ レ ッ ジJ と し,
ジ ャ ー ミ ン 街の学校に は鉱山学校 の名称を残す.
61教授 の職務と給与算定方式を全面的 に再調整す
31
る, な どで あ っ た .
ま た, 大 蔵省を説得する た め の 論点として , Gl
ロ イヤ ル鉱山学校 の 出発点を, 1853年 の 首都科学
学校 く鉱山専門学校で は なく, 工 業 に 応用され る
すべ て の 科学の 教育を行 い , 教具養成カ レ ッ ジの
機能を合わ せ持 つ こ と が め ざされ て い たl に置
き, そ の 後 の 鉱 山専門学校化でそ こ か ら逸脱した
が, 今 回 の 再 編 は そ の本来 の 目的 に戻 る こ と に な
4J
る の だ と 強調 o くgl政府立学校が, 固か ら直接 の補
助を受けな い教育機関と競合す る こ とは 望ましく
ない の で, こ の学 校 は , 主 とし て教月およ び政府
官吏 の養成学校 とし, 定 則 こ余裕があ る範囲 で私
費学生を受 け入れ る こ と にする o 私費学生 の 授業
料は 十分 高くする o Ql再 編に よ っ て , 鉱 山学校
は , よ り 実践的で完全な教育 が行 えるよう にな
り, 専 門学校として強化されるo 61再編 に ともな
い 新し い 科 目や ポ ス トが 設置され る が , 国の 学校
に対する支出捻額 は増加さ せ ない , と い う ことが
強調され た o
大 蔵省は , 6 月22 日, 大蔵卿 キャ ヴ ュ ン ディ ッ
シ ュ くF. Cav endish, 名で 3月19 日付文書に対す
る回答を行 い , い く つ か の 条件を付け た上 で内諾
を与えて い るo こ れら の 条件の主要なも の は, 上
に み た枢密院教育委月食 による大蔵省説得の論点
と合 わせ て , 19世 紀 の 英国政府の 高等科学技術教
育に対する関わり方 に つ い て の 考 え方を知る上 で
興味深 いも の で あ るo
第 1 の条件と して , サ ウス ケ ン ジ ン ト ン の 学校
の名称 は, 敵兵養成学校 と して の 性格か ら, r首
都科学学校また は カ レ ッ ジ J よりも, - ク ス レ -
が その コ メ ン ト の 最後 で提案して い る r科学師範
学軌 の 方が望まし い とした o その 理由とし て,
rサ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン の 学校 の 性格を こ の よう に
限定する こと によ っ て , 政 凧 も - 科学を敢え
て い る大学や既存の カ レ ッ ジ, 学校 な どを無視し
て , ま た , 同業組合や慈善委具合 が王国各地 の 基
本財産をより適切 に処分するの を無視 して - 料
学の 一 般教育 くgener al in str uctio nin scie n cel
の た め の 教育機関の費用を大蔵省に寮求しようと
し て い る と いう決め つ けを防 ぐ上 で非常に有益 で
あ る J と し て い るo
第 2 の 条件は , 鉱山学校 の 技術的性格を維持す
べ き で あると い う こと であ っ た o r厳密な鉱山技
節 . 専 門 学校を, よ り 一 般的な科学教育機関 くa
m or egeneral scientific institu ionl に 吸収合併
する ことJ に つ 小 て は 同意 できず, こ の 問 題 で
は , ス ミ ス の ような権威者 の意見を重視する とし
たo そ して , 政 府 と科学教育と の 関わり の 始まり
に つ い て 次 の よう な注目す べ き認識を示し て い
るo
r手 元 の 文書で は , 折鉱 山学校 A と いう用語 が,
とも か く, 政府が初め て 科学教育 の 推進 に注意を
向け た時 に意図され て い た も の のすべ て を表して
い る と いう こ と に つ い て , 何 ら 正 当な疑 い を抱か
せ る 点 は な い し, わ が国と植民地およ び保護領 の
鉱物資源 の 開発 と いう こ と が, 1851年 か ら53年 の
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19 せ紀英国にお け る 国立科 学学校の 設 立 と発 展
措置 におい て , 政府が , 科 学 の 研究 をそちらに 向
汁, そ の 成果を応用しようと企図し た第 1 の 目的
であ っ た と いう ことに つ い て は , なお さら疑 い の
余地 が ない o J r鉱業は , 特別 の 程度 に お い て , わ
が国の国力 と繁栄の基礎 とな っ て い る産業で あ
るo J
rこ れま で の 政 府 は, こ の特定の 産業を, 他
の大部分 の産業と比 べ て , そ の 産業に従事する
人々 の 科 学的知識 の 必要度 が より高い 産 業で あ
り, それを推進する ため に 公的援助を行うこ とを
正当化する に 催する重要性 を持 つ 産業で あ る と
- . . . . 1み なし て き た よう に思われ る o J
第3 の条件は, 現時点 に お い て も, 近 い 将来に
おい て も, Blが支出する経費の 大きな増加を必要
としない という こと であ っ た o
枢密院教育委具合と大蔵省と の 以上 のやりとり
から, 19世紀 の 英国政府 の 高等科学技術教育に対
する関わり方に つ い て の 考 え方およ び科学師範学
校永認 の 論理 を次 の ように 整理する こ と が で き
るo くil政府は , 高等科学技術教育 一 般 に は介入
く財政補助1 しない の が 基本 であ るo e21鉱 山学校
は , 英国にと っ て特別 に重要な産業 の た め に 設置
され た例外的事例 であ るo 61科学師範学校も, 料
学教負およ び政府官吏 の養成と いう特殊な目的を
持つ の で, 高等科学技術教育 一 般 に は 当 た ら な
い o 61政府の 財政補助を認 め る こ と が で き る こ の
ような特別 の事例 であ っ て も, 経 費 は で きる だ け
抑え させ るo
さ て, 枢密院教育委員会 は , 7月11 日付 の 手紙
で, 大蔵 省の先 の 3 つ の 条件の 内, 第 1 と第 3 に
つ い て は 異論 は なく , 第 2 につ い て も, そ れは 誤
解であ っ て , 鉱 山学校 を rよ り 一 般 的 な科学教育
機関に吸収合併す るJ と い う意図 はま っ た く な い
と回答して い るo そし て, こ れ をうけた 7月18 日
付 の キ ャ ヴ ュ ン ディ ッ シ ュ 大 蔵 卿 の 手紙 によ っ
て, つ い に ロ イヤ ル 鉱 山学校 の 再編 が承認 され る
こ と に な っ た o
臥 第二期 総合科学学校 の 時代
く188 1年 - 1906年1
11科学師範学校 . ロ イ ヤ ル鉱 山学校 の 成立
1 881年10月, r科 学 師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学
校J が開校し た. デ ポ ン シ ャ - 委 月食 が そ の第 一
報告書 く1871年 3月 9 郎 で , ロ イヤ ル 鉱 山学校
をサ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン に移転し, 科学敏男養成 の
機能を含 ん だ 総合科学学校 へ と再編 . 拡充する計
画 の 基本線を確定し てか らす で に10年が経過し て
い た o
■
さ て , ま ず最初 に本節で は , 新しく 肝佼した科
学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校の概要をおさえ て
お こうo 1881年 7月22 日付の 枢密院教育委局舎覚
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書を受け て作成 され た新し い学校案内によれば ,
同校 の教育目的は次 の ように規定され て い る o
r l
.
サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン の 科学師範学校は ,
主 と して , 教月と, 科 学技芸局 の 試験 によ っ て 選
抜され た産業諸階級 くindustrialcla s e s.
1 の 学生
の 教育を目的 とするo
2
. 師 範学校に は ロ イ ヤ ル鉱LLl学校が付設 され
るo 鉱 山学校 の ア ソ - シ ュ イ ト号 の 取得 をめ ぎす
学生 は , 師範学校で 一 般 的科学訓練を受け るo
3
. そ の 他 の学生 は, 空き が あ る場.合 に 入 学を
認め られ るo た だ し, 国の補助を受けて い な い 教
育機関 と. の 不公 正 な競争を避け る ため , 十 分高額
の授業料を支払わなければならない o J
規定転明ら かなように, 科学師範学校 は , 科学
教具と, 科学技芸局の 試験 で選抜され た r塵菓諸
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階 級J くすなわち, 高等教育を受け る経済 力を持
たな い 階級l の 優秀な学生 く後述するように給費
奨学金等 が与えられ たl の 教育をそ の 主目的 と
し, 私費学生 はあくまで空きがあ る場合 に入学を
認 め る と いう の が 建前で あっ た o そし て, 政府 の
補助を受け て い る学校 が, 高等教育を受け る三陸済
力を持 っ て い る階級 に, r科 学 の 一 般 教育J を安
価 に受けさせ て い る と いう批判を避け る た め に ,
私費学生 の 授業料 は r+ 分高額J に されて い た .
ま た , ロ イヤ ル 鉱 山学校を付設し, 鉱 山技術者等
をめ ぎす者を対象にし た専門教育も従来通り継続
す る こ と に な っ て い た o
学生 の 構成 は , 3 - 3年 半 の 正 規 の カ リ キ ュ ラ
ム に 基 づ い て 学習す る 正 規学生 と , 自分 の 好きな
講義や実験を個別 に選択して 一受講す る 聴講生 に大
きく分か れ, さら に それぞれ が国費学生 と私費学
生 に分か れ た o
正 規 コ ー ス に 学ぶ国費学生 に は , ロ イヤ ル 給費
奨学生 くRoyal Exhibitionersl と地方給費奨学
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生 くLo cal Exhibitionersl, 授業料免除生 CFree
Studentsl が あ っ た o
科学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱山学校に は常時12人
分 く毎年新た に 3 - 4 人分l の ロ イ ヤ ル給費奨学
金が与えられた o この 給費奨学生 は, 授業 料 が免
除されしキ他 正規
コ ー ス 在学中 く3 - 3 年半1,
年5 0ポン ドの 給費が与えられたo
地方給費奨学生も授業料が免除 きれる他, 年額
5 0ポン ドの 給費が支給され たo 違う の は, こ の 50
ポ ン ドを団と地方 が25 ポン ドず つ 出し合うこ と で ,
こ の 条件を満 たす地方に 設置 され た o
授業料免除生とは , そ の名 の 通り, 正 規 コ ー ス
在学中 の授業料が免除され るも の で, 毎年 6 人に
こ の 特典 が与えられ た o
これ ら の 給費奨学金等は , 科学技芸局の 5月試
験 で待た得点の絵合点 く一 定の 配点基準に基 づ い
て計算1 によ っ て競 われ, 全国の受験者の 中か ら
最も優秀 な学生達が選抜される仕組 み くた だ し,
志願者は自分 で申し込む こと が必要であ っ たl に
81
な っ て い た. 特に , 数学に つ い て は 一 定の 水準に
到達して い る こ とが 必要条件であ っ た .
聴 講生 の 中の国費学生とは , 1年間の長期研修
を受ける科学教具研修生 ぐTeache rs in Train -
ingI を指し, 約50人 の 科学教具ま た は科学教具
志願の科学学級在籍者が, 無料 で 1年間学習する
特典を与えられ たo 彼ら に はさらに , ロ ン ドン ま
で の往復2等鉄道運賃と, 開講期間中毎週21 シリ
ン グの 生活費が支給され た o
学生 の構成を整理すると次 の よう に なる o
正 規学生
ロ イ ヤ ル給費奨学生 く3 - 4人フ
地方給費奨学生
授業料免除生 く6人う
私費学生
聴講生
科学教月研修生 く約50名J
私費学生
科学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 へ の 再編にと
もない , ス タ ッ フ の 充実も図られ たo 従来か ら問
題 に な っ て い た カ リ キ ュ ラ ム 上 の 欠陥を改善する
た め に数学担当敏男 く工nstr ucto rl が複数置 か れ
た他, 新 た な分野とし て 天 文学, 植物学, 農学 の
表 l. 科学 師範学校 . ロ イヤ ル 鉱 山学校の カ リキ ュ ラ
ム くほ81年度l
1学期く10月 - 2月中即 2学期く2月中旬- 6別
第
学
辛
共
過
化学工 力学I
数学, 実用 幾何学, 機械製図 は通年
琴 共 物理学I 地 質学王
季
午 過
天 文 学初歩 く鉱物学を含 むI
数学と製図 は, 必要 に応 じて 通年
第
力
学
力学王1 力学工II
数学 数学
機械製図 機械製図
物
理
学
物理学王工 物理 学工王工
化
学
化学1工 化学工王
坐
生物学I. II
生物学II. Ill
翠
午
敬
学
生物学IVく植物学1
地
質
学
生物学1. 王王
生物学II
.
Ill
生 物学IVく植物学l
農
学
生物学I. Ill
生物学III
生 物学I Vく植物学l
力学
冶 冶金学I 冶金学工工
金
学
試金分析 試金分析
鉱 鉱山学 測量術
山
学
冶金学王 設計図作成
試金分析
第
四
学
午
也 地 質学IIほ己載岩石
質 学, 層位学的古生.
学 物学を含むl
農 農業原 理
学 農芸化学
くPro spe ctu s ofthe No r m al Scho ol of Scie n c e, a nd
ofthe Royal Scho ol of M in e s, So uth Ke n singto n
a ndJe r myn Str eet, R S A Dく1882l, p p. 5-ll. よ り作
成ol
講 師 が 設置され た o 従 来鉱物学 は鉱 山学教授 の ス
ミ ス が 兼任し て い た が , 鉱物学担当講師 が新設さ
れ る と と もに , 地質学部門の中 に組 み 入れられ ,
ジ ャ
ー
ミ ン 衝か らサ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン に 移転し
たo ま た , 力学や化学にも助教授を新設し, ス タ
ッ フ の 強化 が 図られ た他, 実験室実習 の 充実 の た
め , 実 験 担当教員 のem o n stra to rl や助手 な ど
も増月され た o
学校 の管理運営は, 7名の教授 と天文学 および
農学 の 講師, 事務局長か らなる教授会 くCou n cilJ
に よ っ て 行 わ れ, 教 授団長 のea nj をその 議長
とした o 初代教授団長 に は - ク ス レ - が 任命 さ れ
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表2 . ロ ン ドン . ロ イ ヤル 科学 力 レ ッ ジ の 在学生 数の 推移 0882年度 - り9 0 6年 劇
年 度 1882年 1883年 1884 年 1885年 1886年 1887年 1888年 1889年 1890年
国費学生 69 81 94 113 122 127 129 12 121
私 費学生 143 132 136 144 145 157 168 168 164
合 計 212 213 230 257 267 284 297 290 285
年 度 1891年 1892年 1893年 1894年 1895年 1896年 1897年 1898年 1899年 .泊oo年
国費学生 1 33 141 158 189 182 186 174 188 183 176
私 費学生 161 163 136 119 128 115 136 132 136 138
合 計 294 304 294 308 309EEl 田 320 319 314
年 度 1901年 1902年 1903年 1904年 1905年 1906年
国費学生 162 165 170 183 185 176
私 費学生 143 139 143 133 132 127
合 計 305 304 313 316 317 303
証 1881年度 - 1889年度まで の 校名は科学師範学校 . ロ イヤ ル鉱 山学校8 な お, 182年度 とは. 1882年10月 -
1883年6月 の 年度を指すo
くR SA Dく1884卜 R S A Dく1899J, R B Eく1900卜 R B Eく1907J, R B Eく190別よ り作成ol
たo
同校の正規 コ ー ス は 3年ま た は 3 年半で , 最初
の 2年間は共通課程 で学 び , 第3学年で専門に分
かれ る こ と に な っ て い たo 所定 の 課程を終了し,
最終試験 に合格すれば ア ソ - シ ュ イ ト号 の 学位 が
与えられ た o 科学師範学校 ア ソ - シ ュ イト号 く略
号 A.N .S.S.1 はくaJ力学, くbl物理学, くcl化学, く郎
生物学, くel地質学, くfう農学 の 6部門 で, ロ イ ヤ ル
鉱山学校ア ソ - シ ュ イ ト号 く略号 A.R.S. M .I は,
く抑台金学 , くhl鉱 山学の 2部門 で授与され た o
2学期制を採り, 1学期 は10月 1 日 - 2 月中旬
まで, 2学期 は 2 月中旬 - 6 月中旬ま で で , ク リ
ス マ ス 休暇 とイ ー ス タ ー 休 暇 が あ っ た o 各学年 の
配当科目 は表 1 の 通り で あ るo
こ の カリ キ ュ ラム の 特徴に つ い て , - ク ス レ -
は , r科 学師範学校. ロ イヤ ル 鉱 山学枚第 1回年次
報告書J の 中で次 の よう に述 べ て い るo
r本校 の 課程 は, 学生 が 一 時 に 一 つ の 科 目に 注
意を集中でき るように組 み立 てられて お り, 同 じ
学期 に 3 つ 以上 の 部門 の 科目を学ぶ こ と は 決し て
ない o ま た 学生 は, 講義 の時間よりもず っ と多く
の時間を, 実験担当教具や助手 の 下 で 実験室実習
9J
をし て過 ごすoJ
- クス レ - も指摘 して い る よう に , 数学 な ど を
除け ば , 一 時に 一 つ の 部 門 の 科目を集中的に , し
かも講義と実験室実習を組 み合わせ て 学習 させ る
の が こ の 学校の カリキ ュ ラ ム の 特徴であ っ た o
授 業料は前納制で, 科 目毎, 溝義と実験別 に金
1 0I
額 が 定 め られて お り, 正 規 コ ー ス の 最初 の 2年間
で75ポ ン ド, 3 年目以降は30- 40ポ ン ド で あ っ
た o 聴藩 生 は , 希望す る科目の み 受幕 でき, 溝義
だけや蒐験だけ の 受講も可能であ っ た o ある科目
の所定 の 課程を終了し, 最終試験 に合格する と,
そ れ に 対する修了証 くcertific atel が 与えられ
た o
学習意欲を高め る ため の 方策として , 第1学年
の 成績上位 4名 に1 5ポン ド, 第 1, 第 2 学年 の 通
算成績上位2名に25ポン ドの 奨学金 が与えられ た
くロ イヤ ル 奨学金l 他, 最終学年 で は , 各部 門毎
で最高得点を得た者に , デ ラ . ベ ッ シ ュ . メ ダ ル
く鉱山学部門l 等 の名誉賞が贈られ た o
科学 師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 は, こ れら 正
規 の カ リ キ ュ ラ ム に 基 づ く教育活動 の他 に , 科 学
敏男を対象とし た夏期短期研修 く3週 間 . 約2 00
人う と , 労働者向け の 冬期連続講義 く6回J をそ
の 重要 な教育活動 として い た o
21 科学師範学校 . ロ イヤ ル鉱 山学校 の 発展と
校名 の 変更
科学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 が開校した初
年度の18 81年度は, 正 規 コ ー ス に 入学し た私費学
m巳
生 は , 前年度 の14名に 比 べ 7名減少した が , 1882
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表3. ロ イ ヤ ル 鉱山 学校 の ア ソ ー シ エ イ ト号取 得者数 の 推移 く1853年 - 188t年l
年 度 1853年 1854年 1855年 1856年 1857年 1858年 1859年 1860年 1861年 1862年
人 数 3 2 2 2 3 1 3 1 4 3
年 度 1863年 1864年 1865年 1866年 1867年 1868年 1869年 1870年 18 71年 1872年
人 数 3 3 5 2 4 2 9 7 4 8
年 度 1873年 1874年 1875年 1876年 1877年 1878年 1879年 1880年 1881年
人 -ー敬 9 7 12 15 10 23 17 20 14
証 ア ソ - シ ュ イ ト号取得者の 専攻 は - 鉱山学1 冶金学, 地質学 の い ずれ かか , ま たは それ ら 2 つ 以 上 であるo
取得年度と は1 取得 し た年を示すo
くT.G. Cha mber s, Registe r of the Ass o ciates a nd Old Students of the Royal College of Che misi737, the
Royal School of M in es a nd Royal College of Scien ce. 1896, p p. 187-99. の リス ト よ り作成.1
表 4 . ロ イ ヤル 鉱 山学校 の 正 規 コ ー ス 入 学者数の 推移 く185J年度 - 1 8 8 0年度l
年 度 1851年 1852年 1853年 1854年 1855年 1856年 1857年 1 858年 185 9年 1860年
入 学者数 15 14 18 16 1 7 9 ll 12 1 4 6
年 度 1861年 1862年 1863年 1864年 1865年 1866年 1867年 1868年 1869年 1870年
入 学者数 17 17 20 13 13 18 127 1 7 15
年 度 1871年 1872年 1873年 1874年 1875年 1876年 1877年 1 878年 1879年 1 880年
薬 学 生 8 5 8 9 8 4 6 8 7 5
私 費学生 12 27 36 31 23 34 30 15 18 14
合 計 20 32 44 40 31 38 36 23 2 5 19
証 1871年度か ら は奨学生 と私 費学生を区別 し たデ - タが 示 さ れ て い る.
くR 5 AD く1858l - R S A Dく18821 より作成ol
年度に は 12人, 1883年度には2 1人, 184年度には
1 21
29人 と急速に 回復, 増加 した o
18 82年度以降は, 国費学生 と私費学生別 に在学
者級数の デ ー タが 示され て い るの で 表 2 に示すo
国費学生 の中に は , 正 規学生 である ロ イ ヤ ル給費
奨学生, 地方給費奨学生, 投薬料免除生 と聴誇生
で ある科学教月研修生 を含み , 私費学生 の 中に
は , 正 規学生 と聴寮生の両方を含ん で い る凸 学生
数の 統計は これしか なく, 年度別 の 正 規 コ ー ス 入
学者数お よ びその 内訳
.
と, 聴 溝生数およ びそ の 内
訳 の デ ー タは得られなか っ た が , 表 2 から は , 開
校 4年日 の188 4年度頃か ら在学者捻数 が増加し て
い き , 8 年日 の1888年度に は ほ ぼ上限 に達し, 以
後29 0人 - 320人程度で推移 した こ と が分 か るo
次 に , ア ソ ー ン エ イ ト号取得者数 の推移を見る
こ と に よ っ て , 科学師範学校 . ロ イ ヤ ル鉱山学校
へ と再編され た1 881年以前 と以後を比 べ て み る こ
と に しようo 表 3 に は185 3年 か ら1881年ま で の ア
ソ - シ エ イ ト号取得者数 の推移 を, 表 4 に は, 秦
考 の た め に1851年度から1 881年度ま で の 正 規 コ -
ス 入 学者数の推移を, 表 5に は188 2年 か ら189 6年
ま で の ア ソ - シ エ イ ト号取得者数の推移を示すo
表 3 が示すように, 1851年に創設され た政府立
鉱山 . 応用科学学校 の 最初 の卒業生 が出 た185 3年
以降1874年 ま で の 22年間, ア ソ - シ ュ イ ト 号取
得者数は 一 桁 に 止まり, 二 桁 に な っ た の は, サ ウ
ス ケ ン ジ ン ト ン へ の 部 分移転 が始ま っ た1872年度
の 入学生 が卒業する1875年以降か ら であ っ たo ま
た
, 表 4 と対照すると, 入 学者数に対する ア ソ -
シ ュ イ ト号取得者数 の割合 が極 め て低い こ と も読
1 31
み 取 れ る o
表 5 が示すように, 科学師範学校 . ロ イヤ ル 鉱
山学校開校4年 目 の 卒業生 が 出 る188 7年 で2 5人
と, ア ソ ー ン エ イ ト号取得者 の総計で は それ以前
の 最高を超え, そ の後 さら に増加し, 5 0人 を超え
るま で と な っ て い るo 科学 師範学校 . ロ イヤ ル 鉱
山学校開校以前と以後 で 比 べ て み る と , 185 3年
- 18 83年 ま で の3 1年間 の 取得者総数2 19人, 平 均
年7.06人に 対 して , 1884年 - 18 96年ま で の13年間
の 取得者級数46 1人, 年平 均35.46人 と, 年平均 で
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表 5. ロ ン ドン . ロ イヤ ル 科学 力 レ ッ ジ の ア ソ ー シ エ イ ト号取 得者数 の 推移 0882年 - 1 8 9 6年,
ロ イ ヤ ル 科 学 カ レ ッ ジ ロ イ ヤ ル 鉱山学校
年度 力 学 物理学 化 学 生物学 池質学 農 学 小 計 冶金学 鉱 山学 小 計 稔 計
1882 1 8 5 12 12
1883 8 7 9 . 9
1884 ワEJ 2 2 2 6 6 1 7. EEL
1885 1 1 1 1 4 5 2 6 10
1886 3 2 3 7 9 6 14 21
1887 3 1 7 1 2 13 9 5 13 25
1888 2 4 EEJ 2 17 7 16 22 38
1889 1 4 10 1 2 1 199 6 15 31
1890 3 6 5 1 3 17 3 14 17 32
1891 3 3 8 3 3 18 1 6 19 32 47
1892 1 5 ll 1 2 20 9 17 23 42
1893 3 7 6 1 3 20 19 21 30 50
1894 7 5 10 3 4 1 29 8 14 19 47
1895 4 5 18 4 5 33 13 17 25 53
1896 8 10 12 2 2 4 34 9 12 19 53
註 一 人 で 2専攻以 上の ア ソ - シ ュ イ ト号を取得し た者が い るが , 小計, 稔計 では 一 人 と数え て い るの で-
小計, 捻 計が各専攻 の 和よ りも少 な い 場合が あ るo
くT.G. Cha mbe rs, oP. cit., p p. 187-99. の リ ス トよ り作成ol
5倍 に な っ て い る o
ロ イ ヤ ル鉱山学校だけで比 べ て み て も, 科 学 師
範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校開校3年目の卒業生 が
出る1886年 あ た り で ほ ぼ7 0年代後半 の 水準 に 戻
り, 90年代に入 っ て それを上 回 っ て い る. 同 じよ
うに科学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校 の 開校以前
と以後で比 べ て み る と, 188 4年 - 18 96年ま で の 13
年間の 取得者級数が242人, 年平 均1 8.62人で , そ
れ以前の2.6 4倍とな っ て い るo
科学師範学校 の ア ソ - シ ュ イ ト号取得者数も開
校4年目か ら急速 に増加し, 188 4年 - 189 6年ま で
の1 3年間の取得者捻数 で は2 37人 と ロ イ ヤ ル鉱山
学校 と ほ ぼ屑 を並 べ , 1 894年か ら は逆転す る傾向
を見せ て い るo
こ の ように , 科 学 師範学校 . ロ イ ヤ ル鉱 山学校
は , 1881年 の 開校初年度に 一 時的 に 正 規 コ ー ス の
私費学生 が減少し たも の の , そ の 後 は学生数 の 急
速な増加を見, ま た, ア ソ - シ ュ イ ト号取得者数
でも, 開校以前と比 べ る と飛躍的な発展 く正規 コ
ー ス 入 学者数 の 増加を反映し て い るl を遂げ たと
逢
い える o
こ の 量的な発展は , 後述 す るように たちまち建
物 の 飽和状態をも たらすこ と に な るo そ し て ,
1885年度 に は , 入 学志願者数 が建物 の 収容能力を
か なり超えるように なっ た た め , 何 ら か の 選 抜を
行うこ と が 必要 にな っ て きた と して , 次 の こ とを
決定し, 18 86年度から入学者の 選抜 が行われ るよ
ILl
う に な っ た o
く訂入学願書を5月末ま で に 提出す る こ とo
el願書に, これ まで の 学習歴 と合格し た科 臥
また照会 でき るように , こ れま で の 担 当教員
名を添付す る こ とo
Ql教授団長と教授会 は , こ れ ら の 得 点 に よ っ て
入学者を決定す るo
G,正 規 コ ー ス 入学希望者は, す べ て の 奨学生 に
要求され て い る初 級数学 の 知識 が最も重視さ
れ, 特 定 の 科 目 の み をノ受講す る聴講生 は, そ
の 科 目に つ い て の 予備知識 が重視され るo
さ て , 7,1 キ ュ ラ ム の 再 編 一 充実 な ど, 質的な
面 に か か わ る発展を見る前 に , 18 90年 に行 われ た
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校名の変更に つ い て ふ れて お こうo 先に見たよう
に , ロ イ ヤ ル鉱山学校の再編 . 統合 の議論 の 過程
で は, 当初, サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン の 学校に は r科
学カ レ ッ ジJ と いう名称 が提案され て い た o それ
に対し て大蔵省は, - ク ス レ - が 提案して い た
r科学師範学校 くNor malScho olofScie n celJ の
方 が望まし い として , こ ち らの名称 が採用された
の であ っ た Q 地質学教授の ジ ャ ドに よれば, ハ ク
ス レ - が こ の名称を提案し た時, 彼に は, パ リ の
有名な く高等1 r師範学校 くEcole No r malelJ が
念頭 に あり, それと同じような機能を果 たすこ と
を期待して い た というo し か し, 学生 に は こ の名
称 は不評 であ っ た o それ は, フ ラ ン ス との 関係が
ヨ整解されなか っ た こ とと, 英国 では
,
no rm al
,
の
用語が, ま っ た く性格を異 に した教育機関である
初等学校数男養成機関に使用され て い た こ と に よ
1 51
る というb
189 0年, 学生 か ら校名に対 する不満 が 出 た た
161
め, 科学技芸局 は, 校名を r ロ ン ドン . ロ イ ヤ ル
科 学 カ レ ッ ジ くRoyal College of Scien ce,
LodonlJ に変更す る こ とを決め , 10月 8 日付 で
内務省 に , 校名 に ,Royal, を冠す る こ と に つ い て
の 女王陛下 の裁可を求めた o そ の際変更 の 理由と
して , r科学師範学校 . ロ イ ヤ ル 鉱 山学校J と いう
複合名称 をやめ て, 科学技芸局所管の姉妹教育機
関 で ある rダブリ ン . ロ イ ヤ ル 科 学 カ レ ッ ジ
くRoyal College ofScie n c e, Dublinh と 同 一 名称
にする方 が都合 が い い こ と を挙げて い るo 10月21
日付 で 内務省か ら裁可 が下り た旨の 連絡が あり,
1 71
校名変更 が正式に決ま っ た o しか し, こ れ はあく
ま で学校の稔称 の 変更 であり, rロ イ ヤ ル鉱山学
校J の名称や学位は従来通り残り, その 地位に も
変更 は なか っ た c 従来 の 科学師範学校の学位 は ,
rロ イヤ ル 科 学 カ レ ッ ジ . ア ソ - シ ュ イ ト号 く略号
A.R.C.S.lJ と改称され , 遡 っ て 通用され た o
さ て, 次 に , 18 81年以降 の , 教育目的, カ リ キ
ュ ラ ム, ス タ ッ フ な ど, 質的 な面 で の 変更, 充
実, 発展 な ど に ふ れ て お こうo
まず, 教育目的に つ い て で あ る が , こ の学校が
r主 とし て , 敏男と, 科学技芸局 の試験 に よ っ て
選 放され た産業諸階級 の 学生 の教育を目的 とす
るJ と いう建前に つ い て は ず っ と後ま で堅持され
1 81
る が , その 一 文 前の 学校案 内の 冒頭 に, r国家の
補助 を受け て , 物理科学 の様々 な分野 で の 系統的
教育を, すべ て の 階級 くallcla s sesl の 学生 に対
1 91
し て 行う教育機関J と いう規定が入 っ た こ と が 表
現上の 変更点とし て挙げられるo
も っ とも事実 の 問題 と して は , 18 81年 の開校の
時点, ある い は それ以前か ら, この 学校はす べ て
の 階級 に 開か れ て い た わけなの で, こ の 変更 は ,
学校の性格や教育目的 の 大きな変更を意味したわ
け で は な い o む し ろ, 188 1年 の 開校時に は, 開枚
前の大蔵省と の折衝 の経緯か ら, 建前の側面 が強
調され て , 産業諸階級向けの学校と いう誤解をあ
20I
た え た た め に , 改め て rすべ て の 階級J に開かれ
て い る と いう事実をア ピ ー ル する こ と に ねら い が
あ っ た の で は な い か と考えられ る o こ の こ と と関
連し て , 次 に 見るように給費奨学金に つ い て の 記
述 の変更もあ っ た o
2 1
18 83年 7 月12 日付 の覚書で枢密院教育要点会
は , r産業諸階級J の 学 生を対象に した新し い 奨
学金 と し て r全 国科 学教育奨 学 金 くNatio n al
Schola rshiph を創設した o こ れは , 科学教育の
発展 に と も な っ て , 従来初 級段 階 くelem ent
.
ary
stagel の 学生 に あた えられ て い た賞 は継続する
必要がなくな っ た と し て, その資金を産業諸階級
の 学生 が科学教育を完成させ る た め の 奨学金に振
2 2I
り向け る こ と に よ っ て 創 設され たも の で, 毎 年12
人 の 学生 に , 本人 の 選択に よ っ て , ロ ン ドン の 科
学師範学校また は ダ ブリ ン の ロ イ ヤ ル 科学カ レ ッ
ジ の い ずれ か で 3 年間学 ぶ特典が あた えられ たo
3 年間 の 授業料 が免除された他, 約 9 か月 の 開講
期間中毎週3 0 シリ ン グ の 生活費があ たえられ, 毎
年学校ま で の往復2等鉄道運賃 が支給され たo 選
抜 は , 科学技芸局 の 5月試験 の成績 によ っ て , ロ
イ ヤ ル給費奨学金 と同じ基準で行われ, 1884年 5
月 か ら導入されて い るo
産業諸階級 の み を対象とした全国科学教育奨学
金 が導入され た こ と と おそらく連動して , 先に見
た教育目的の 表現 の変更と同じく , 制度的に は以
2 3,
前か らそうである の に , ロ イ ヤ ル 給費奨学金 と授
業料免除枠 は rす べ て の 英国民 に開 かれ て い るJ
24I
こ とが 明記され, 強調され るようにな っ た o こ こ
に も, 産業諸階級以外の学生 の 入学をも っ と奨励
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し, あらゆ る 階級 から優秀な学生を集めようと い
う意図がうか が え るo なお , 1896年 に は , 科 学技
芸局の 補助金政策 の 変更 く産業諸階級 であ る こ と
を支払 い 要件 とし た出来高払 い 制の 廃Jt, と連動
して , 全国科学教育奨学金もそ の 対象を産業諸階
2 51
級に 限定する ことをやめ た o
次 に, か1 キュ ラム 上 の充免 発展な ど に つ い
て見て お こうo
まず個 々 の部 門の充実, 発 展とし て は , 開校2
年目の1882年度に , 鉱 山学部門 に鉱山測量術担当
助手が設置され, 鉱 山測量術 と設計図作成 の 授業
が導入され た こ と が挙げられ る o 著名な鉱 山技術
者の協力を得て行 われた こ の 授業は, 鉱 山学教授
ス ミ ス が, 1851年 に行 っ た最初 の 詩義の 中で, 刺
量術は r鉱山学 の コ ー ス に 含 め る に はあまりにも
重要で, 広範囲にわたるJ と述 べ , r究極的に は
独立した コ ー ス の 科 目となる こ とJ を期待すると
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して い た も の の 3 2年 ぶ りの 実現 で あ っ た o
同部 門 で は , 1 890年6月 に試験 の 採点中に死去
した ス ミ ス の 後任 と な っ た, フ ォ ス タ ー くC. Le
Neve Fosterl が , 理論教育の前に鉱山 で実地訓
練を受け る こ と を重視し, 第 1学年終了後 と第 2
学年終了後 の 2 回 の 夏休み期 間, 計 6 か月間を,
実地訓練を受ける た め に最大限活用す べ き だ と い
う方針を打ち出し, 実地訓練中の 記録 と して , ノ
ー ト, ス ケ ッ チ, 縮尺図な どを提出す る こ と を要
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求 したo さ らに , 救急法 の授業 く189 1年度からl
や鉱山巡検, ボ ー リ ン グ実習 な ども導入され, 鉱
山技術者養成の た め の より実践的な教育が め ざ さ
れた o
もう 一 つ の 技術 系部門 の 冶金学部門 でも, 1 880
年の ロ バ ー ツ 教授着任以来, 冶金工場巡検 が導入
され て い た が, その 後さらに 1885年度 から小型 の
教育用冶金プラ ン ト が導入 さ れ る な ど, よ り実践
的な教育が め ぎ さ れ て い た o
ま た , 農学部門で は, 教授 の努力 にもか か わら
ず, 学生数 が極 め て 少なくなり, 189 7年度か ら休
清措置が とられ る こ とに な っ た o
次 に, 全体 に 関わる カ リ キ ュ ラ ム の 変更 とし
て , 1885年皮か らす べ て の 専攻 が 3 年制に統 一 さ
れ た こ と が挙げられ るo これ は , 修学年限 が 3年
半であ っ た 地質学 から, 他 の 部 門より半年余分 に
か か る た め に 学生 が集まらない と問題提起 が あ
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り, 改革され たも の で, こ れ に ともない , 第1学
年 2学期配当 の 力学王 と 第 2学年 1学期配当 の物
理学 工 お よ び 天 文学入門と が入れ代わ る こ と に な
っ た o ま た , 生 物学, 池質学, 農学 の各部門を専
攻する学生 は, 第2学年 1学期に , 力学rtl
o
の 代わ
り に生物学 工を学ぶ こと にな っ た o
そ の 後, 1896年度から は, 第2学年 2学期 に配
当され て い た 共通科目 の地質学I が, 技術 系 く冶
金学, 鉱 山学l と非捜循系の 2本立て で行われる
ことに なり, 非技術系は実験を免除され て , 午前
中 の 講義だけ にな っ たo そ して午後は, 第3学年
へ の 準備として , 自分 の 専攻部門 で実験を行うこ
2 9J
とに な っ たo 専 門教育を第2学年 2学期 に下ろし
た この 改革は , 第 3学年の専門学習 の水準を向上
30I
さ せ た と いうo
最後 に ス タ ッ フ の 充実として は , すで に ふ れ た
18 82年 の 鉱 山測量術担当助手の新設の 他, 1885年
に 健康上 の理由から生物学教授を辞し た ハ ク ス レ
- の 後 任 に , 生物学教授 に代えて動物学と植物学
の助教授ポ ストが各1名新設された こ と, 188 8年
に 物理菅の助教授ポス トが 設置され た こ となどが
あ っ た o な お, - クス レ - は, 教授を辞し て か ら
ち, 1895年 6月 に死去するま で教授団長 として の
職務 を継続し たo
3l ロ ン ドン . ロ イヤ ル 科学 カ レ ッ ジ の 社会的
機能
前節で見たように , ロ ン ドン . ロ イ ヤ ル 科学 カ
レ ッ ジ は, 高等科学技術教育機関として , 毎年多
く の 正規学生や聴蘇生を受入れて教育す る と と も
に , ア ソ
- シ エ イ ト号を取得させ て社会 に送り出
して い た が, そ の 果 た し て い た 社会的機能に つ い
て もう少し詳しく見 て み ようo
まず, 教 育の レ ベ ル か ら 見 て み ようo ロ ン ド
ン . ロ イヤ ル 科学カ レ ッ ジは , 同校の 出すア ソ ー
ン エ イ ト号 の 水準を維持す る よう努力し て い
31
た が , そ の 教育 レ ベ ル の 高さを, 同校卒業生に よ
る ロ ン ドン 大学理学士号 くB. Sc .l の 取 得状況 か
ら見て お こ うo
ロ ン ドン . ロ イヤ ル 科学 カ レ ッ ジの189 4年度年
次報告書 によれば , 1890年 - 94年 の 5年間 の ロ ン
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ドン 大学理学士号の 中間試験ま た は最終試験の優
等 く物理学l 試験第1級合格者2 5人中, 8 人 が 同
校学生な い し卒業生 であり, ま た , こ の 5 年間 に
行われ た中間試験 と最終試験を合わ せ た10回の 試
験 で, 同枚出身者が 5回首席に な っ て い る と い
うo
.
ま た, 189 5年の 中間試験 の 優等試験 く物理
学1 受験者は同校卒業生2人の み で, 2人 とも第
321
1級合格したと いうo
1897年度の年次報告書は, こ れま で 同校 で は ,
シ ラ バ ス を ロ ン ドン大学理学士号試験 の シ ラ バ ス
に 合わせ る ような ことは して い な い が , 理学士号
を取得するこ とに r学生 は 何 の 困姓も見出さ な
い J と 述 べ , 同年 の化学, 物理学 , 植物学, 動物
学, 地質学の優等試験第1級合格者級数 の 3分 の
1 から 2分.の 1 を同校 の学生 が占め て い る として
3 31
い る o 189 8年度の年次報告書も, rこ れま で の年
度と同様, 本校 の教育の成果 は, 本校の試験合格
者リ ス トだ け で なく, ロ ン ドン 大学の 試験 へ の 学
3 4I
生 の 合 格 に よ っ て も示されたJ と して い るo
こ の よう に, r教育界 で絶大な威信 を享受し て
3 51
い たJ ロ ン ドン 大学理学士号 の 取得者を多数送り
出して い た こ と に も, 同校 の教育 レ ベ ル の高さ が
うか が えるo
次 に , 同校は, 卒業生 の進路と いう点 でも, 鉱
山 一 冶金技術者と ともに , 中等, 高等教育機関に
多数の科学教月を送り出すと いうすぐれ た成果を
上げ, 188 1年 に - クス レ - が r師範学校J と いう
名称 に込 め た意図通り, 同校 で訓練を受け た r教
授や韓師, 実 習担当敏男は , 大英帝国中 の無数 の
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大学や技術学校, 中等学校に見出されるJ とい わ
れ た D こ の こ とは , 同校の年次報告書に散見され
る各部 門 の卒業生 の 就職先か らも確認 でき る が ,
こ こ で は1897年度の 報告書が示して い る物理学部
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門 の デ ー タを挙げ てお こうo
こ の デ ー タ に よれば, 過去 5年間 に物理学で ア
ソ - シ ュ イト号を取得し た4 7名中41名の進路 が判
明 して お り, その 内訳 は , くaJ教育職 に従事もしく
は準備 中の 者28名 く内 1名 は在職中に 死亡1, くbl
科学的知識を必要とする職務 に就 い た者5名, くcl
実業界に進 ん だ者8名 で あ っ たo 卒業生の釣 7割
が科学敏男 へ の 道を進 ん だ こ と に なる .
くaング ル ー プ に は , ケ ン ブ リ ッ ジ 大学 で学生ま た
は研究生として研究を続けて い る 4名の他, 母校
や リ ー ドの ヨ ー ク シ ャ ー . カ レ ッ ジ, ノ ッ テ ィ ン
ガ ム の ユ ニ ヴ ア
ー シ ティ . カ レ ッ ジ な ど の高等教
育機関, ま た ロ ン ドン始め各地 の 技術教育機関な
どで科学教具の職 に就 い て い た も の が含まれるo
くblグ ル ー プ の 5名の 内訳 は , 特許庁 が 2名, 工場
監督官が 2名, 科 学博物館が 1名で あ っ たo
卒業生 の 多く が技術教育機関や高等教育機関等
に職 を得た こ と か らもうか がえるように , 同校は
研究者養成の機能も果 たして お り, 独 自 の 研 究者
養成 シ ス テム を持 っ て い た o 化 学部 門は, 当初 か
ら研究用実験室を持ち, そ こ に外部か らの希望者
と とも に優秀な卒業生を研究生 として 無料 で受入
れ, 研 究 に 当 た ら せ て い た が , そ の 後 , 毎年最終
試験 で優秀 な成績を上げた学生 2名に, 50ポ ン ド
の 奨学金をあ たえ て 1年間研究を継続させ るとと
も に , 実験室で学生 の指導に当 たら せ る制度を つ
381
く っ て い るo 地質学部門や物理学部門 でも学生助
手 くstudent- a ssistantl 制度 を つ くり, 優秀な卒
業生 に , 実 験室 で学生指導に当 たら せ ながら研究
3 9I
を継続さ せ る こ とを制度化して い るo 他の 部 門で
ち, 優秀な卒業生を研究室 に残し, 無 料 で研究を
継続さ せ る同じような制度を持 っ て い たo こうし
て , 研究を続けながら, 科学教月 とし て の 訓練も
積ん で い っ た彼 らは , 正 規 の 助 手や実習担当教員
- と昇進し て い っ た り, 他の教育機関の科学教具
ポ ス ト に就 い て い く こ と に な っ た o
こ の よう に独 自 の 研究者養成シ ス テ ム を作り上
げ て い た 同校は , 研究 の 生産性 にお い て もすぐ
31, 毎年 の 年次報告書に は, 助 手か ら教授ま で の
常勤ス タ ッ フ だ け で なく, 学 生助手等 の 研究生 に
よ るも の も含 め た 論.文 のリ ス トが 部門毎に掲載 さ
れ て い るo 科 学技芸局も, 同校の研究面で の 業績
を高く評価 し, 18 88年度 の 年次報告書の中で, 同
校 は r通常 の 教育活動 に加え て 一 . . . . .毎年極 め て 大
量 の オ リ ジ ナ ル な研究業績を上げ て い る o 研 究業
績面 に お い て は , わ れわれは , 科学師範学校は,
国の 内外の 同規模 の教育機関と比較し ても勝 っ て
い る と信 じるも の で あ るo わ れわれは こ の 活動 に
4 0I
注意 を喚起する こ と を喜 ぶも の で あ る oJ と 述 べ
て い るo
以 上 の ように , ロ ン ドン . ロ イ ヤ ル 科学カ レ ッ
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ジは, 研究機能と研究者養成機能を持 っ た, す ぐ
れ た高等科学技術教育機関であ っ た とい え る o
同校はま た, 夏期 短期研修生や科学教員研修生
の受入れに見ちれ るように , 現場 の 科学教員 の 研
修 . 訓練機関と して の 機能もそ の 重要な機能とし
ており, 他 に造幣局等公務部門 の 専門家の科学的
訓練も行 っ て い た o さ ら に , 詳細 は 不 明 で あ る
が, 多数受け入れ て い た私費聴講生 の中 に は , 氏
間部門の 科学者 . 技術者等も含 ん で い た も の と思
われるo ま た , 18 51年 の 創設以来続けられ てき た
冬期 の 労働者向け夜間連 続講演も, 毎年 3 コ ー
ス , 10 00人前後 の規模で継続されて い たo
41化学 . 物理学棟 の 建設 と再度の再編統合
か つ て ジ ャ
ー ミ ン 街と オ ッ ク ス フ ォ ー ド街に分
散して い た時代と比 べ る と, サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン
へ の 移 転 . 統 合 に よ っ て , 学校 の ス ペ ー ス は 何倍
に も広 が っ た の で あ っ た が, 18 81年 の 再編後 の 学
生数の増加 に と もない , 早くも1885年度 に は 再 び
ス ペ ー ス の 問 題が 浮上し てき た o
こ の 年, 物理学部門で は, 教授 の 研究室を急速
学生用実験室 に転用する こ と で 凌 い だ が, 翌86年
度に は さらに学生数 が増加し た た め , 185 1年万国
博覧会委月食から, 博 覧会通りを隔て て 向か い 側
に あ る大きな部屋を無料 で借受け, 学生用実験室
4 1
に し たo 同年 に は, 化 学実験室 でもす べ て の 実験
台が ふ さ が り, 冶金学実験室 でも狭く て希望者を
断らなければならなか っ た D そ の 後地質学や生物
学部門等 でも ス ペ ー ス 問題 が起 こ り, 他 の 部 門 と
融通し合 っ た り, ア - ケイ ドの よ うな所を臨時の
実験室 にし たりして凌 い で い た o さら に , 化 学実
験室で換気 の 悪さ が問題 に な るな ど, 施設 の 改善
が重要課題 とな っ て い っ た o 1891年 に は , 将 来 に
備え て, 化学と物理学 の 教授 が大陸諸国の 化学実
験室 の建物を視察 に行 っ て い るo
1896年度 の 年次報告書 は , r十分 な ス ペ ー ス が
なく, い く つ か の 部 門 で は 互 い に か なり離れた建
物 で教育が行われて お り, ま た い く つ か の 建 物 は
教育に不向きな, ま た不衛生 な建物 であ るJ こ と
を指摘し たあと, さら に , 火災の 危険が あ るとい
うこ と で , 学生 の 厚生施設 に 当てられて い た 建物
がすべ て 撤去きれた た め , 学生 が 授業の 合間に休
憩や食事 をしたり, 体 操 そ の他の 運動を行う場所
がま っ た く なくなり, 事 態は極め て 深刻 である と
し て い るo 教 授会 は , こ の 事態を打開する た め
4 21
に , 科 学技芸局に緊急請願を行 っ て い るo
こ の 請願を受け, 翌97年度 に は , 新し い 建物 の
申
建 設 に つ い て の 政府 の 保証を得, 98年 度か らは い
よ い よ新しい 十分な規模の 化学 . 物理学棟 の 建 設
が始め られた o 土 地 を除 い て25万 ポ ン ドと いう巨
4 31
額 の 費用 が投 じられた と い う こ の 建物 の 完成 に
は , 1 906年ま でか か っ たo
こ の 建物が完成 に近 づ い た190 4年 4 月, 枢密院
議長 は , 鉱 山学校を含む ロ ン ドン . ロ イヤ ル科 学
カ レ ッ ジ の 現状 お よ び高等科学教育を発展させる
上 で, 同校 の ス タ ッ フ や施設 . 設備 を, 他の 同種
の教育機関と結合し て最大限活用す る に は どうし
たらよ い か を検討 さ せ る た め , 部局委員会を設置
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し たo 同委 月食 は , 1905年2月 に予備報告書を,
1906年 1月 に最終報告書を出して い るo
こ の 最終報告者の勧告を受けて , 1907年 7 月 8
日, ロ ン ドン ー ロ イ ヤ ル 科学 カ レ ッ ジ は , 1 884年
に 同校 の すぐ近く に設立され て い た高等技術教育
機関馬車る ロ ン ドン 市同業組合協会中央技術 カ レ
ッ ジ くtheCentr al TechnicalCollege of the City
and Guilds of Londonl と統合きれ て, イ ン ペ リ
ア ル科学技術 カ レ ッ ジ く也eImperialCollege of
Scienc e and Techn olog yl へ と 再 び 再編され る
.1 51
こ と に な っ た o
五 . おわりに
最後 に , 以 上 の 過程 の 検討を通じて浮 か び 上 が
っ て く る, 19世 紀 の 英国政府 の 高等科学技術教育
に対す る関わり方 に つ い て の 考え方を整理 してま
と め とす るo
くい明治期 の 日本 の 場合, 近 代化を推し進 め る た
め に , 政 府 が率先して国立 の高等科学技術教育機
関を設置し, 人材育成に あた っ た が , 1 9世 紀英国
の 場合 は , レ ッ セ . フ エ ー ル の 原則に 呪縛 され,
政 府 は, 科学 技術教育も含め , 高等教育に は直接
関与しな い の を建前として い た o つ ま り, 政府 は
高等科学技術教育 一 般 に は 介入 く財政補助l しな
い の が 基本 で あ っ たo
I-53 --
ほ1そのような中で, 185 1年 に 政府立鉱山 . 応用
科学学校 が設立され た の は, 鉱業 が英国に と っ て
特別 に 重要 な産業で あ っ た た め で, あ く ま で 個
別 . 例外的事例と位置 づけられ て い た o
C3ユ1853年 の 科学技芸局 の設置 に と もなっ て 同局
の 下 に移管され, 将来的 に は あら ゆる産業科学が
教えられ る中央科学学校と位置 づけら咋た際に
は , 鉱 山学校 の枠を超 えた高等科学技術教育に対
して 政府が財政的補肋 を与え る こ と の 是認 が見ら
れ る o た だ し, こ の 場合も, 教展 の 給与は 引き続
き国が 出すべ き で あ る が , 学校 は rか なり の 程度
に お い て 生徒 の 授業料 で支えられ る こ と が不可欠
4 61
で あ るJ とす る こ と で歯止め をか けようとして い
た し, ま た科学技芸局の設置 の 目的 が r産業諸階
47J
級 に 対し て科学技芸教育を提供するJ こ とに あ っ
た ように , 産業詩階級 に対する科学教育の振興 の
481
た め と いう大義名分の下 で の 例外的な是認 とみ な
すこ と が で き る.
く41再び国立 の 鉱山学校 - と逆戻りし た ロ イ ヤ ル
鉱 山学校を, 稔 合科学学校 - と再編す る こ と に は
政府内部 , 特に大蔵省に根強 い 抵抗 があ っ たo そ
の た め,
r主 とし て, 敏 男 と, 科学技芸局の試験
によ っ て 選抜され た虚栄諸階級 の 学生 の教育を目
的とするJ 科 学師範学校と いう形をと る こ とに よ
っ て, 188 1年にようやく再編が認 め られる こ とに
な っ た Q つ ま り, 科学師範学校は, すべ て の階級
に広く開 かれ た高等科学技術教育 一 般 に は当 たら
ず, 政府が財政補助を行うことが是認される特殊
な学校と み なされ た の で あるc その た め , 私費学
生 は空き がある場合 に の み 認 め , しか も十分高額
の 授業料を取る ことに して , 国の補助を受けて い
ない他 の 同様 の教育機関に対し て不公 正 だ と いう
批判を回避しようとした o も っ とも, こ の ような
形 で政府 の 財政補助 を認めさせ る こ と が で き た も
の の
, 再 編前よりも国 の 支出する経費が大きく増
加しない こ とという歯止め が か けられて い たo
t51 Lか し, 189 0年前後 に政府 の 政策 に変化 の 兆
J19J
しが 見 られ るo す で に1880年代 に, 科学 師範学校
の教育目的 に , r主 と し て , 教 月 と , . . . . . 一産業 諸
階級の 学生 の 教育を目的とするJ と いう規定は残
しな がらも, r国家の 補助 を受 け て , 物 理 科学の
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
様々 な分野 で の 系統的教育を, すべ て の 階 級 の学
生 に対し て行う教育棟関J し傍点 は筆者l と い う
規定が導入 され て い た が, 産業諸階級 で ある こ と
を支給要件として い た 出来高払 い 制 に よ る補助金
を取り止め , 全国科学教育奨学金の受給要件か ら
も産業諸階級 であ る こ と を外し た , 1896年 の 科学
技芸局 の 補助金政策の変更 は, 大 きな転換点 であ
る と思われるo そ れま で産業諸階級 に対する科学
教育で ある こ と.を大義名分として , 例外的 に政府
の 財政補助 を認め さ せ て き た科学技芸局 の 科学教
育政策か ら, 産業諸階級 の ため と いう階級的枠組
み が撤廃され たか ら で あるo その意味 で , ロ ン ド
ン . ロ イ ヤ ル 科学 カ レ ッ ジ も, 名実 とも に rすべ
て の 階級 の学生 に対し てJ 教育を行う教育機関に
なっ た と い え るo ま た , 1897年 に, 2 5万 ポ ン ドも
の 費用をか け て新し い 化学 . 物理学棟 の 建設を行
うこ とが承認され た こ と も, 同校 に 対す る政府 の
支出を庵 力抑制しようとしてき た従来の姿勢の変
化を示 して い ると い え る. 他の 列強諸国と の 競争
がますます激化する中で , 英国政府も高等科学技
術教育機関の 整備 に無関心 で はい られなくな っ た
現れ で はな い か と思われ る o
以 上, 19世 紀 の国立科学学校 の設立と発展過程
の検討を通じ て浮か び 上 が っ て き た 英国政府 の高
等科学技術教育に対する関わり方に つ い て の考え
方を整理 して み た が, こ れ らの 諸点を, 19世紀 の
英国政府 の 財政政策や公教育政策全般 と の 関係で
より綿密に検証し て い く こ と は今後の 課題 で あ
るo
註
くい r19世紀英国における国立科学学校の 設立 と
発展 一 政 府立鉱山 . 応 用科学学校か ら ロ イヤ
ル 科学 カ レ ッ ジ ー ロ イ ヤ ル 鉱山学校 - 川J
くF哲学論集J 第34号, 1988年 , 4 6- 6 1二酎 o
く21 一 連 の や りとり は , Co y71e SPo ndenc ebetw ee n
the Scie n c e a nd Art DePa 71m e nt a nd the
Tr e asu7y aS tO the Oylga niz ation of the No r-
m al School ofScie nce a nd Royal School of
Min e s, 18 82, くC. 3 085.1 と して まとめ られ て
い るo
t31 主要教授を専任 く現行で は , 36回 の 誇義義務
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1 9世 紀英国に お け る 国立 科学学校 の 設立 と 発展
の み で あ っ た1 と し, 私 費学生 く実験室実習
封 の 授業料を教授 が直接徴収し, 必要経費を
凄し引 い た も の をそ の 給与 に加 えて い る 現行 の
給与算定方式を廃止し, 給与 はす べ て 固か ら支
給す る こ と に し たo
仰 1851- 1853年 の 時期を欠落さ せ た こ の 歴 史叙
述は , 公 正 なも の とは い え な い o
t51
,
No r m al Scho ol of Scie n c e a nd Royal
scbool of M in e s
,
,
A tWhitehall,the 22nd day
ofJuly 188 1, Repo rt ofthe Scie nce a nd Art
Department, 1882く以 下 RSA Dく1 8821と F郎 ,
p p. 4
-5.
く6J ,Pro spectus of the No rm al School of Sci-
en ce, a nd of the Royal Schoolof M ine s, So uth
Ken singto n and Je r myn Stre et
,
,
A tSouth
Kensingto n, the 13th day of August 1 881,
RSADく18 1, pp. 5-ll.
m 出来高払 い 制度の下 で , 科学 技芸局は, 学生
が産業諸階級出身である こ と を補助金支払 い の
条件とし て い た o 18 71年 の 科学規則集によ れ
ば, r産業諸階級J は 次 の よう に定義さ れ て い
た くScienc e D irecto ry, X LII, RSA Dく1872l,
p p. ll
- 12.lo
r産業諸階級 の 学生J に は次 の者 が含まれ るo
a
.
週 給 で 賃金を得 て い る職人や職 工o
b
.
沿岸警備隊見や警察官, およ び , 週 給 で
賃金を得 て い る が 肉体労働者で は ない 者o
C
d
初等学校数貞o
ある種 の事務局や店属な ど, 給料 をもら
っ て は い るが , 所 得税 が 課税 され る ほ ど多
くない 者 o
e
. 家族 の み で 営業して い る小商店主 で, 所
得税 が課税されて い な い 者o
f
. 個 人経営 の 商人や製造業者で, 徒弟や職
人を雇 わず, 自ら の 労働 に頼り, 所得税 が
課税され て い ない 者o
g
. 上記 の者の 子 ども で , 独 立 して 生計を立
て て い ない 者o
は1 5 月試験 で数学 の 試験 の 第 2 段階 くStagel
で 第 2 級合格以上 の 点数を取 っ て い る こ と が 必
要条件 であ っ た o
く別
,
First An n ual Repo rt of the No r m alSchool
of Scie n c e a nd Royal Scho ol of Min e s
,
,
R S A Dく1 882l, p. 320 .
く川 所属部局 から推薦され た陸海軍将校や文官の
授業料 は半額 と さ れた o また , 科 学技芸局の 5
月試験ま た は教員養成 カ レ ッ ジ の 12月試験 で 1
科目 でも上級段階ま た は優等 で合格 した現職 の
科学教員は , 1 ポン ドで ど の 講義で も受講 でき
た o
く11 註9 の 文献, p. 320. - ク ス レ - は 学生数 の
減少 に つ い て r新しい 学校を設立した政府 の 意
図 は非骨に誤解 され, 誤 っ て 説明 さ れ た た め ,
た と え入 学し た学生数 が大きく減少して も驚く
に は あ た らな い . J と 述 べ て い るo 188 0年度 に
正 規 コ ー ス に 入 学し た私費学生数 が14人で あ る
の で, 81年 度 は 7 人 と思われるo
く1Zl 1885年度以降の デ ー タ は示 さ れて い な い o 科
学師範学校 . ロ イヤ ル 鉱 山学校になっ て 以降は
各年度 の入学者給数やその 内訳 の デ ー タ は 示さ
れず, 1 882年度 く1881年度は無し1 以降は在学
者紙数と科目別受渡者数 のデ ー タが 示され るな
ど, 統計処理 に 一 貫性 が ない .
O31 最終試験 の 水準 がか なり厳密に維持されて い
監
た こ と が理由 の 一 つ で あ る と思われ るo か なり
後の , 不合 格者の割合 が多い こ と が 問題 にされ
た事例 であ る が , 1895年 6月 の 鉱山学 の 最終試
験 の 場合 , 受 験者22人 く内再受験者 8人う 中不
合格者が10人 く内再受験者 4人l と い う例 が 見
られ るICRSA Dく18961, p. 2 49.lo
く141 R SA Dく188 7l, pp. x vi トxviii.
n51 M . Re eks, Registe r of the Ass o ciates a nd
OldStudents of the RoyalScho ol of M in es,
a nd H isto 73J, 19 20, p p. 1 2 ト2.
く161 T.G. C ha mbe rs, Registe r of the Ass ociates
a nd O ldStudents of the Royal College of
C he mist7y, the Royal College of M in e s, a nd
the Royal College of Scie n c e, 1896, p . xliv .
u71 科学技芸局の 10月 8 日付内務省宛手紙 と内務
省 の 10月21 日付科学技芸局宛手紙 は , い ずれも
RSA Dく189 1l, p. 5 .
く181 1 899年 の 学校案内ま で は確認した o
O91 1880年代に入れられ た こ と は 間違い ない が ,
188 2年 - 188 9年ま で の 学校案内を確認す る こ と
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が できず, 1890年 の学校案内で確認した o
LZOl 註1 1の - ク ス レ - の 説 明 は こ の ような文脈 で
理解でき る の で は な い か と思 われ るo
帆
,Scien ce Prize sa nd Schola rships
,
, RSA D
く1884I, p, 2.
く221 RSA Dく1884l, p p. ix - x .
位31 1871年 の 科学規則集によれ ば, 職 人や産業諸
階級 の 者を除 い て , 22歳以上 の者 は ロ イ ヤ ル 給
費奨学金に応募する こ と は できな い と なっ て お
り, 制度的 に は , 21歳 ま で はすべ て の 階級 に 開
か れ て い た くRSA Dく187 2l, p. 16.lo
糾 188 4年か ら188 9年の 科学規則集は見る こと が
で きなか っ た が, 1890年 の科学規則集で確認し
て い るo
くZ51 R飾ort of the Com mittee appointed to
inquireinto the D istn
.
butto n ofScience a nd
Art Gya nis
,
189 7, p p. vii 卜ix .
鮒 Re c o rds of the School of M in es, 1852,
Vol. I. , p. 121. , .quoted in RSA Dく18 91l,
p. 305.
t271 RSA Dく1 892l, p. 352 .
位81 RSA Dく18861, p. 268.
く細 RS4 Dく1898.,, p. 285.
C30J RS ADく18991, p. 19 5.
く31 杜13参照 o
紬 RSA Dく189 61, p. 23 7.
脚 RSA Dく189 9l, p. 1 89.
糾 R勿o rt of the Bo a rd of Educaiio n く以下,
R B E と略l, V ol. I . , 19 00, p. 191.
脚 D.S.L. Ca rdw ell, T he Orga nisatio n of Sci-
e n c ein Engla nd, 19 57, p. 7 4.
鮒 M . Reeks, op. cit. , p. 12 5.
即 RSA Dく18 99l, p. 193.
鮒 設置年度ほ確認 できなか っ た が, 1890年の 学
校案内 に明記され て い るo
O91 RSA Dく18 8 9l, p. 2 20. , RSA Dく1 89 0l,
p. 257.
州 RSA Du890J, p. x xi. こ れ ら の 研 究 で, ロ
ン ドン 大学 の 理学博士号 の . Sc.1 を 取得する
ス タ ッ 7 や 学 生 も 多か っ た くRSADく1899l,
p. 189.lo
t41 RSA Dく18 87J, p. x vii.
岨 RSA Dく1898l, p . 275.
t431 Fin al Report of the Departm ental Com mit-
te eon the Royal College ofScien c e, etc. , Vol.
工. , 1906, p . 2 3.
鵬 Departm ental Com mi ttee o n the Royal
College of Scien ce, etc. 最初Sir ど. M o watt が
要点長 に任命され た が, 病気 の た め R.B. Hal-
da neに 交代し た o
く畑 部局委員会 で は, 同カ レ ッ ジ を ロ ン ドン 大学
に 組 み 込 む か どうか と いう問題 に つ い て は意見
が分 かれ た た め, と りあえず独 立 した カ レ ッ ジ
と して 再編する こ と に な っ た o
t461 1 85 3年 3月16 日付 の商務院か ら大蔵省 へ の 手
紙 くRSA Dく18 54l, p. 2.lo
抑 Ibid. , p. 1 .
岬 1 859年 に 導入され た出来高払 い制に 基づく科
学教育振興政策が , 生徒が産業諸階級 であ る こ
と をその補助金支払 い 要件とし て い た こ と に 見
られるように , 産業諸階級 の た め の教育 であ る
こ と は, 公費支出 の 大義名分 に な っ た o
的 こ の 時期 に , 政府の大学 くカ レ ッ ジう に対す
る国庫補助金政策 の転換も見られ, 政 府は1889
年 か らイ ン グラ ン ドの カ レ ッ ジ に対して国庫補
助金の交付を開始して い るo こ の 経過 に つ い て
は , 馬場将光 rイギリ ス に お ける大学財政国庫
補助金制度の 成立 く-lJ, r同 く二IJくF東京
教育大学大学院教育学研究集録J 第 6集, 1966
年, 第 7集, 1968年l に詳し い o
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